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1.　安全衛生教育の必要性について

一般的に，労働災害は，不安全な状態と不安全
な行動が関連して起こるものであり，これを未然
に防ぐためには，機械設備の安全化，作業環境の
改善等が重要であることはもちろんだが，それと
ともに，労働者の就業に当たって必要な安全衛生
に関する知識等を付与する安全衛生教育の実施も
また重要です。しかしながら，最近においては，
技術革新の急速な進展，高年齢労働者の増加，パ
ートタイム労働者の増加等にみられる就業形態の
多様化，第三次産業の就労者数の増加等，社会経
済情勢の変化に伴い，労働災害の増加が懸念され
ており，事業場においてこれらの変化に適切に対
応しつつ，安全衛生水準の向上に資する適切かつ
有効な安全衛生教育の実施を図ることが，ますま
す重要となりつつあります。

2.　‌�未熟練労働者への安全衛⽣教育は‌
特に重要

安全衛⽣教育はなぜ必要なのでしょうか。職場
には，さまざまな危険が潜んでおり，その危険を
認識していないことに起因する労働災害がいまだ
に多数発⽣しています。そのような労働災害を防

止するためには，次のことが必要です。
①　設備や装備などの，モノの⾯で「不安全な状
態」にならないようにすること
②　気温や労働時間などの，管理・環境の⾯で「不
安全な状況」とならないようにすること
③　ルール違反やコミュニケーション不⾜など
の，ヒトの⾯で「不安全な⾏動」とならないよ
うにすること
特に未熟練労働者の場合は，職場での作業が⼗
分に慣れていないため，不安全な⾏動をしても不
安全な状態とならないよう，①の設備や装備など
の⾯からの安全対策に加え，②の高温環境下など
過酷な労働環境にならないよう管理監督者は留意
する必要があります。
さらに未熟練労働者は，危険への認識が低く，
安全な作業方法も⼗分には⾝に付いていないた
め，③の不安全な⾏動をなくすということも大変
重要です。
上記の「不安全な状態」，「不安全な状況」，「不
安全な⾏動」に労働者自⾝が気付き，避けるため
にも，「安全衛⽣教育」は重要です（労働安全衛
⽣法でも雇入れ時や作業内容変更時の安全衛⽣教
育を事業者に義務付けています）。
未熟練労働者は，職場に潜んでいる危険に「気
付かない」，または「危険と感じていない」場合
が多いと⾔われており，知らず知らずのうちに
「不安全な状態」，「不安全な状況」，「不安全な⾏
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動」に陥ってしまうおそれがあります。そのよう
な危険に気付き，回避するとともに安全な作業に
ついて理解し，⾝に付けるために安全衛⽣教育を
行う必要があります。
未熟練労働者に対する安全衛⽣教育では，何を
教育したらよいのでしょうか。労働安全衛⽣規則
第 35 条では，下記の 8項目が示されています。
【労働安全衛⽣規則第 35 条】
①　機械等，原材料等の危険性⼜は有害性及びこ
れらの取扱い方法に関すること。
②　安全装置，有害物抑制装置⼜は保護具の性能
及びこれらの取扱い方法に関すること。
③　作業手順に関すること。
④　作業開始時の点検に関すること。
⑤　当該業務に関して発⽣するおそれのある疾病
の原因及び予防に関すること。
⑥　整理，整頓及び清潔の保持に関すること。
⑦　事故時等における応急措置及び退避に関する
こと。
⑧　前各号に掲げるもののほか，当該業務に関す
る安全⼜は衛⽣のために必要な事項。
未熟練労働者に対し，雇入れ時や雇入れ後に効
果的な教育を実施するための具体的な項目は次章
のとおりです。これらの項目を参考に安全衛⽣教
育を実施しましょう。

3.　‌�安全衛生教育は繰り返しの実施と‌
確認が大切です

安全は知っているだけでなく，実際に安全に作
業ができなければ意味がありません。特に，未熟
練労働者は，1回の安全衛生教育だけでは安全な
作業を身に付けるのは難しいところです。労働者
を雇い入れた時や，まだ仕事に十分慣れない間
は，従事する作業等に関する安全衛生教育を繰り
返し実施し，身に付けさせることが大切です。
このため，多くの事業場で雇入れ後も，例えば，
1週間後，1カ月後，3カ月後，6カ月後，1年後
などに繰り返し安全衛生教育を実施しています。
その習得度合いのチェックもしましょう。

未熟練労働者に対する安全衛⽣教育の流れ
（教育時間の目安：1時間程度）

1　職場にはさまざまな危険があることを理解させる※1

2　「かもしれない」で危険の意識をもたせる※2

3　労働災害防止の基本を教える（基本的なポイント）
【安全衛⽣のルールや活動の意義を理解させる】
　⑴ ‌�安全な作業は正しい服装と姿勢，報告・連絡・相

談（ホウ・レン・ソウ）から
　⑵ 警備指令書の確認と順守
　⑶ 危険予知訓練（KYT）の実践
　⑷ ヒヤリ・ハットの活用
　⑸ 4S・5S の励⾏
　⑹ リスクアセスメントの実施
4‌�　労働災害防止の基本を教える（事故の型ごとのポイ
ント）

【安全な作業をみんなで実施し職場を安全に】
　⑴ 「転倒」災害防止のポイント
　⑵ 「交通事故」災害防止のポイント
　⑶ ‌�「腰痛症（無理な姿勢・動作の反動）」災害防止の

ポイント
　⑷ 「熱中症」災害防止のポイント
　⑸ 「墜落・転落」災害防止のポイント
　⑹ 「はさまれ」災害防止のポイント
　⑺ 「プロパー事故」防止のポイント
5　労働災害防止の基本を教える（緊急時のポイント）
【異常事態や労働災害が発⽣したときの対応を⾝に付け
る】
　⑴ 異常事態発⽣時の対応
　⑵ 労働災害発⽣時の対応

※ 1① ヒヤリ・ハット事例の活用
　ヒヤリ・ハット事例は，危険が⾝近に潜んでい
ることを理解させるうえで効果的な教材です。未
熟練労働者の安全衛生マニュアル（以下，「マニュ
アル」という）では，イラスト付きで紹介してお
りますので，ぜひ活用し，効率的な安全衛⽣教育
の実施につなげてください。
② 実際に発生した労働災害事例の活用
　労働災害事例は，実際に危険が顕在化した場合
どうなるのかを示し，職場の危険を理解させるう
えで効果的な教材です。
　特に自社で発⽣した労働災害事例の場合，実体
験談を紹介することにつながるため，高い教育効
果が期待されます。適宜活用し，効率的な安全衛
⽣教育の実施につなげてください。
③ さまざまな労働災害事例を⼊⼿
　マニュアルで紹介している事例では適していな
い場合，適宜厚⽣労働省の「職場のあんぜんサイ
ト」の労働災害事例集などを活用して事例を入手
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4.　安全衛生情報の入手先について

⑴　労働災害，関係法令情報の入手
①　【厚生労働省】職場のあんぜんサ
イト→ https://anzeninfo.mhlw.go.
　jp/index.html
厚生労働省が労働災害防止に関係する情報を

まとめたホームページ。
例えば，次のような情報が入手できます。

・労働災害統計
・‌�災害事例（災害事例，災害データベース，ヒ
ヤリ・ハット事例など）

②　【中央労働災害防止協会】安全衛
生情報センター→http://www.jaish.
gr.jp/index.html
中央労働災害防止協会の安全衛生関係の情報
をまとめたホームページ。
・安全衛生関係法令
・‌�厚生労働省の安全衛生関係の報道発表資料の
一覧
など

⑵　安全衛⽣関係の資料の入手
マニュアルに関係する各種の資料（リーフレッ
ト等）の入手方法を以下に紹介します。

‌�各種労働安全衛生関係リーフレット
掲載の厚生労働省ホームページ　　
→ https://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/
　roudoukijun/gyousei/anzen/index.html

①　交通労働災害を防止するために
→ https://www.mhlw.go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/0000102664.
　html
②　職場での腰痛を予防しましょう！
→ https://www.mhlw.go.jp/new-
info/kobetu/roudou/gyousei/
anzen/dl/131114-01.pdf
③　熱中症を防ごう→ https://
anzeninfo.mhlw.go.jp/anzenpro‌
ject/concour/2016/sakuhin4/
images/n077_2.pdf
④　転倒防止「STOP！ 転倒災害プ
　ロジェクト」→ https://anzeninfo.
　mhlw.go.jp/information/tentou
　1501.html

してください。
※ 2「かもしれない」で危険の意識をもたせる
　職場には危険があり，常に労働災害が発⽣する可能
性があるということを理解させる一つの方法として，
「かもしれない」ということで，危険の意識を持たせる
取り組みを行っている例があります。
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⑤　墜落・転落防止「はしごや脚立
　からの墜落・転落災害をなくしま
しょう！」→ https://www.mhlw.
go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/
anzen/dl/170322-1.pdf

〈資料の検索〉
上記資料を検索で見つけることもできます。例
えば厚生労働省の資料の場合は，厚生労働省のホ
ームページのトップページにある検索のところ
で，関係するワードをいれると容易に見つけるこ
とができます。
また，マニュアルに記載された資料出所には，
紹介した情報以外にも有用な情報が掲載されてい
ますので，一般の検索ツールを使いそれぞれの資
料出所名で検索することで有用な情報が入手でき
ます。

5.　今後の課題について

就業形態の多様化，第三次産業の就労者数の増

加等社会経済情勢の変化に伴い，労働災害の増加
が懸念されており，事業場においてこれらの変化
に適切に対応しつつ，安全衛生水準の向上に資す
る適切かつ有効な安全衛生教育の実施を図る必要
があります。
また，これら以外にも，
①　外国人労働者の安全衛生に配慮
した外国人向け視聴覚教材→‌
https://anzenvideo.mhlw.go.jp/
foreign-worker/kyozai.html
②　働く高齢者の特性に配慮した
「エイジフレンドリーガイドライ
ン（高年齢労働者の安全と健康確
保のためのガイドライン）」→ https://www.
mhlw.go.jp/content/000691521.pdf
なども作成・策定していますので，状況に応じて
適宜活用していただければと思います。

以上，安全衛生教育の必要性と教育の流れにつ
いて解説してきましたが，未熟練労働者への安全
衛生教育は特に重要であり，繰り返しの実施と確
認が大切です。
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